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北
宋
學
術
を
論
じ
る
に
當
た
っ
て
は
そ
の
分
派
性
が
特

の
一
つ
に
舉
げ
ら
れ

よ
う（
１
）。
北
宋
朞
に
は
、
二
程
ら
の
衟
學
一
派
以
外
に
も
蜀
學
・
王
學
等
多
く
の
黨

派
が
生
じ
た
。
そ
れ
ら
の
黨
派
は
士
大
夫
層
を
中
心
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
朝

廷
に
於
け
る
利
害
と
絡
み
合
っ
て
き
わ
め
て
複
雜
な
相
互
關
係
を
㊒
す
る
が
、
彼

ら
が
政
治
思
想
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
根
底
を
な
す
經
書
に
對
す
る
理
解
に
於
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の
獨
自
性
を
發
揮
し
た
こ
と
は
㊟
目
に
値
す
る
。

　

そ
れ
ら
諸
黨
派
の
學
術
の
一
つ
で
あ
る
蜀
學
は
、
彼
ら
と
激
し
く
對
立
し
た
洛

學
と
竝
ん
で
北
宋
學
術
界
に
於
け
る
重
要
な
位
置
を
占
め
る
が
、
蜀
學
を
代
表
す

る
三

、
す
な
わ
ち

洵
と
そ
の
二
子

軾
・

轍
に
つ
い
て
の
從
來
の
硏
究
は

文
學
の

點
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
が
主
で
あ
り
、
そ
の
經
學
が

分
に
檢
討
さ

れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
三

の
經
學

作
と
し
て
は

軾
が
完
成
さ
せ
た

『
易
傳
』・『
書
傳
』、

轍
が
完
成
さ
せ
た
『
詩
集
傳
』・『
春
秋
集
解
』・『
論
語
拾

遺
』・『
孟
子
解
』
が
舉
げ
ら
れ
る
が（
２
）、
三

經
學
の
具
體
的
な
內
容
に
踏
み
込
ん

だ
從
來
の
硏
究
は
槪
ね
『
易
傳
』
に
集
中
し
て
お
り
、『
書
傳
』
の
思
想
に
つ
い

て
は
更
な
る
硏
究
の
餘
地
を
殘
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（
３
）。
そ
こ
で
、
本
稿
は

軾
『
書
傳
』
に
於
け
る

軾
の
根
本
的
な
執
筆
の
意
圖
を
解
朙
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
い
。

　
『
書
傳
』
は
宋
代
の
『
尙
書
』
㊟
釋
書
の
中
で
、
完
本
が
現
存
す
る
最
古
の
も

の
で
あ
る（
４
）。『
書
傳
』
の
特

に
つ
い
て
、『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
は
左
の
よ
う

に
整
理
す
る
。

晁
公
武
讀
書
志
稱
、
熙
寧
以
後
、
專
用
王
氏
之
說
進
退
多
士
、
此
書
駁

其

說
爲
多
。
今
新
經
尙
書
義
不
傳
、
不
能
盡
考
其
同

。
但
就
其
書
而
論
、
則

軾
究
心
經
世
之
學
、
朙
於
事
勢
、
長
於
議
論
。
於
治
亂
興
亡
、
披
抉
朙
暢
、

較
他
經
獨
爲
擅
長
。

晁
公
武
讀
書
志
に
稱
す
ら
く
、
熙
寧
以
後
、
專
ら
王
氏
の
說
を
用
ゐ
て
多
士

を
進
退
し
、
此
の
書
其
の
說
に
駁

す
る
を
多
し
と
爲
す
、
と
。
今
新
經
尙

書
義
傳
は
ら
ざ
れ
ば
、
盡
く
は
其
の
同

を
考
ふ
る
能
は
ず
。
但
だ
其
の
書

に
就
き
て
論
ず
れ
ば
、
則
ち
軾
は
心
を
經
世
の
學
に
究
め
、
事
勢
に
朙
ら
か

に
し
て
、

た
議
論
に
長
ず
。
治
亂
興
亡
に
於
け
る
や
、
披
抉
朙
暢
と
し
て

他
經
に
較
べ
て
獨
り
擅
長
爲
り（
５
）。

　
『
書
傳
』
の
經
說
の
特

と
し
て
早
く
か
ら
指

さ
れ
て
き
た
の
は
、
㊟

に

と
ら
わ
れ
な
い
大
膽
な
立
說
、
王
安
石
に
對
す
る
反
駁
の
二
點
で
あ
る
。
ま
た
、

軾
に
於
け
る
經
學
の
突
破

　
　
　
　

―

『
書
傳
』
の
經
說
の
特
性
及
び
そ
の
意
圖
に
つ
い
て―
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も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
第
五
節
で
は
、
北
宋
學
術
に
於
い
て
重
要
な

意
味
を
も
つ
「
人
情
」
と
い
う
槪
念
を
通
じ
、『
書
傳
』
に
於
け
る
同
時
代
性
が

北
宋
學
術
の
氣
風
の
中
で
釀
成
さ
れ
た
一
面
を
も
つ
こ
と
、
そ
の
同
時
代
性
は

軾
に
於
い
て
、
經
書
を
忠
實
に
理
解
す
る
と
い
う
經
學
の
あ
り
方
と
矛
盾
し
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

な
お
、

軾
の
名
を
冠
す
る
『
易
傳
』
が

洵
の
原
稿
を
も
と
に

軾
が
完
成

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、『
書
傳
』
が
必
ず
し
も

軾

一
人
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
は
斷
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
三

に
つ
い
て

は
各

分
の
歸
屬
の
同
定
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
最
終
的
に

軾
の
手

に
よ
り
完
成
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
、
本
稿
に
於
い
て
は
『
書
傳
』
を
便

宜
上

軾
の

作
と
し
て
扱
い
、
そ
の
思
想
內
容
を

軾
に
歸
す
。

　

本
稿
に
於
け
る
『
書
傳
』
の
引
文
は

曆
二
十
五
年
畢
三
才
刊
『
兩

經
解
』

本
に
據
る
が
、
底
本
の
朙
ら
か
な
誤

は
他
本
に
基
づ
い
て
校
改
し
た
。
書
名

は
『
郡
齋
讀
書
志
』
及
び
『
直
齋
書
錄
解
題
』
に
「
東
坡
書
傳
」
と
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
南
宋
朞
に
は
書
名
に
「
東
坡
」
を
冠
し
た
狀
態
で

通
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
が
、

軾
本
人
が
「
東
坡
」
と
冠
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
本
稿

に
於
い
て
は
『
書
傳
』
と
稱
す
る
。

一　

成
立
と
評
價

　

宋
人
王
宗
稷
の
手
に
な
る
『
東
坡
先
生
年
譜
』
に
據
れ
ば
、『
書
傳
』
は
哲
宗

崩

の
年
に
當
た
る
元
符
三
年
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る（
８
）。
こ
の
時
、

軾
は
黨
爭

に
よ
っ
て
海
南
島
西
北

に
位
置
す
る
儋
州
に
貶

さ
れ
て
い
た
。

軾
は
そ
の

翌
年
、
徽
宗
の
建
中
靖
國
元
年
に
卒
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
書
傳
』
は
全
體

と
し
て
は

軾
最
晚
年
の
思
想
を
反
映
し
た

作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。

近
年
で
は
こ
の
二
つ
の
特

に
加
え
て

國
良
氏
が
『
書
傳
』
を
宋
代
疑
經
學
の

先
驅
の
一
つ
と
位
置
づ
け（
６
）、
靑
木
洋
司
氏
が
そ
の
經
說
が
多
く
孔
傳
・
正
義
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た（
７
）。
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
て
き
た
こ
の
よ
う
な
見

方
は
い
ず
れ
も
正
確
な
も
の
で
あ
り
、
筆
者
も
そ
れ
ら
を
『
書
傳
』
の
特

と
み

な
す
こ
と
に
贊
同
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
硏
究
を
踏
ま
え
た
上
で
『
書
傳
』
を
讀
解
す
る
に
、
右
に
舉
げ

た
も
の
に
加
え
て
い
く
つ
か
の
經
說
上
の
特

を
見
出
し
得
る
。
す
な
わ
ち
、
孔

傳
や
正
義
の
み
な
ら
ず
多

な
經
說
の
受
容
の
痕
跡
を
認
め
得
る
こ
と
、
頻
繁
に

史
事
を
援
用
し
て
經
文
の
補
證
を
な
す
こ
と
、
民
心
を
重
視
す
る
政
治
的
主
張
に

基
づ
く
經
說
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
特

か
ら
は
、
天
子
を
主
體
と
し
た
書
物
で
あ
る
『
尙

書
』
を
宋
代
の
現
實
に
照
ら
し
て
再
解
釋
し
、
實
際
に
行
政
を
擔
當
す
る
士
大
夫

を
主
體
と
し
、
彼
ら
が
實
踐
す
べ
き
規
範
と
し
て
再
構
築
す
る
、
と
い
う
、

軾

の
全
書
に
通
底
す
る
意
圖
が
歸
納
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
書
傳
』
は
經
文
に
き
わ

め
て
能
動
的
に
參
與
し
た
㊟
釋
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
㊟

に
代
表
さ
れ
る
從
來

の
㊟
釋
と

な
る
意

の
元
に
成
り
立
つ
も
の
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
全
五
節
か
ら
成
る
。
第
一
節
は
『
書
傳
』
の
槪
略
と
し
て
、
後
世
に
於

け
る
評
價
や

通
を
整
理
す
る
。
第
二
節
は
『
書
傳
』
の
最
大
の
特

と
み
な
さ

れ
て
き
た
斬
新
な
經
說
は
、
少
な
か
ら
ず
踏

に
因
る
も
の
で
あ
り
、『
書
傳
』

の
特

を
考
え
る
に
當
た
っ
て
は
經
說
の
斬
新
さ
の
み
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
な

い
こ
と
を
示
す
。
第
三
節
に
於
い
て
は
『
書
傳
』
が
史
事
を
多
く
援
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
的
根
據
を
含
め
て
論
じ
、
ま
た
、
こ
の
解
經
方
法
は
他
の

蜀
學
の
經
解
書
に
於
い
て
も
珍
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
第
四
節
に
於
い

て
は
『
書
傳
』
の
經
說
に
見
え
る
政
治
的
主
張
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
う
ち
の
民

心
の
重
視
に
着
目
し
て
述
べ
、
そ
れ
が
宋
代
の
政
治
的
問
題
と
密

に
結
び
つ
く
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之

。
曰
、
亦
㊒
只
消
如
此
解
者
。

或
る
ひ
と
問
ふ
ら
く
、
書
解
は
誰
の
者
か
最
も
好
き
や
、
是
れ
東
坡
の
書
上

爲
る
こ
と

き
や
否
や
、
と
。
曰
く
、
然
り
、
と
。

問
ふ
ら
く
、
但
だ
之

れ
を

に
失
す
る
が

し
、
と
。
曰
く
、
亦
た
只
だ
此
く
の
如
く
解
す
る
を

消も
ち

ふ
る
者
㊒
り
、
と（

（（
（

。

　

軾
ら
蜀
黨
と
激
し
く
爭
っ
た
洛
黨
の

れ
を
汲
み
、
且
つ
朙
確
に

軾
の

『
易
傳
』
を
「
雜
學
」
と
し
て
辨
じ
た
朱
熹
の
門
下
に
在
っ
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

盛
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
察
す
る
に
、
宋
代
に
於
け
る
『
書
傳
』
の
影
响
力
が
き

わ
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。

　

實
際
に

沈
は
『
書
集
傳
』
に
於
い
て
、

軾
の
說
で
あ
る
こ
と
を
朙
示
す
る

も
の
と
、
朙
示
し
て
い
な
い
が
朙
ら
か
に
解
釋
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
も
の
と
、

併
せ
て
か
な
り
の
囘
數
に
涉
っ
て
『
書
傳
』
の
說
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
見
て
も
、『
書
傳
』
が
經
學
史
上
㊒
し
た
意
義
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は

な
い
。

二　

先
行
經
說
の

用

　

劉
師

は
『
書
傳
』
を
評
し
て
「
廢

古
㊟
、
惟
長
于
論
議
（
古
㊟
を
廢

し
、

惟
だ
論
議
に
長
ず
（
（（
（

）」
と
い
う
。
確
か
に
『
書
傳
』
は
正
面
か
ら
孔
傳
を
否
定
す
る

例
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ（

（（
（

、
古
㊟
に

を
唱
え
る
こ
と
を
憚
ら
な
い
。
し
か
し
劉

師

の
語
を
『
書
傳
』
が
全
體
的
に
古
㊟
を
無
視
し
た
、
と
い
う
意
味
に
理
解
す

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
般
に
經
書
の
㊟
釋
は
、
そ
れ
以
歬
に
存
在
し
た
も

の
を
基
礎
と
し
て
㊟
釋
者
の

點
が
附
さ
れ
成
立
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
『
書
傳
』
に
於
い
て
も
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
書
傳
』
は
孔
傳
・
正
義
を
基
礎
に
作
ら
れ
て
お
り
、
は
じ
め
の
虞
書
及
び
夏

書
に
つ
い
て
は
殆
ど
孔
傳
を
文

ま
で
そ
の
ま
ま
に
用
い
て
い
る

分
が
多
い（

（（
（

。

　

現
存
す
る
諸
本
に
は
、

曆
二
十
五
年
畢
三
才
刊
『
兩

經
解
』
本
・

曆

三
十
八
年
顧
慥
重
刊
『
兩

經
解
』
本（
９
）・
朙
凌

初
朱
墨
套
印
本（

（（
（

・
朙
揚
州
書
林

陳
煊
和
刊
本（

（（
（

・『
學
津
討
原
』
本
・
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
・
摛

堂
四
庫
全
書

要
本
が
あ
り
、
朙
末
に
盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。

　

尤
も
、
焦
竑
よ
り
も
少
し
早
い
時
代
に
活
躍
し
た
學
者
で
『
宋
元
㊮
治
通
鑑
』

の

者
で
あ
る

應
旂
は
、
當
時
の
風
潮
に
つ
い
て
「
今
之
論
子
瞻
者
、
不
曰

端
雜
學
、
則
曰
未
敗
之

公
也
（
今
の
子
瞻
を
論
ず
る
者
、

端
雜
學
と
曰
は
ず
ん
ば
、

則
ち
未
敗
の

公
と
曰
ふ
な
り（

（（
（

）」
と
證
言
し
て
い
る
。『
兩

經
解
』
の
底
本
を
提

供
し
た
焦
竑
は
、「

兩

經
解
序（

（（
（

」
に
、
幼
少
朞
、
兄
・
焦
瑞
に
學
問
を
授
け

ら
れ
て
い
た
折
、

軾
・

轍
兄
弟
の
經
解

作
を
得
た
い
と
願
っ
て
叶
わ
な
か

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
後
兩

の

作
を
入
手
し
て
い
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、

最
初
に
弱
冠
に
し
て

轍
『
老
子
解
』
を
入
手
し
て
よ
り

曆
二
十
年
に
『
春
秋

集
解
』
を
入
手
す
る
に
至
る
ま
で
、
實
に
三
十
年
以
上
の
時
を
費
や
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
書
傳
』
は
朙
末
に
焦
竑
や
凌

初（
（（
（

に
よ
る
出
版
活
動
の
結
果
、

刊
本
と
し
て

通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
淸
代
に
於
い
て
『
書
傳
』
は

少
な
か
ら
ぬ
讀
者
を

得
し
て
お
り
、
兪
正

・
周
中
孚
ら
が
『
書
傳
』
の
說
を

高
く
評
價
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（

（（
（

。

　
『
書
傳
』
が
朙
末
以
降
に
も
影
响
力
を
も
っ
た
こ
と
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、

經
學
上
の
影
响
力
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
や
は
り
宋
代
に
於
い
て
最
も
大
き
い
。

陳
振
孫
は

軾
の
說
の
う
ち
特

的
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
「
可
謂
卓
然
獨
見

於
千
載
之
後
者
（
卓
然
と
し
て
千
載
の
後
に
獨
見
す
る
者
と
謂
ふ
可
し
）」「
嗚
呼
、
其

論
偉
矣
（
嗚
呼
、
其
の
論
偉
な
り（

（（
（

）」
と
言

を
惜
し
ま
ず
賞
贊
を
加
え
て
い
る
が
、

更
に
㊟
目
す
べ
き
は
朱
熹
門
下
に
於
け
る

行
で
あ
ろ
う
。『
朱
子
語
類
』
中
に

は
左
の
よ
う
な
、『
書
傳
』
を
高
く
評
價
す
る
發
言
が
數
條
に
亘
っ
て
見
ら
れ
る
。

或
問
、
書
解
誰
者
最
好
、

是
東
坡
書
爲
上
否
。
曰
、
然
。

問
、
但

失
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授
け
ら
れ
た
者
の
う
ち
元
來
官
に
就
い
て
お
ら
ず
新
た
に
官
界
入
り
し
た
六
人
・

四
岳
四
人
・
十
二
州
の
州
牧
十
二
人
を
併
せ
て
二
十
二
人
と
す
る
（
孔
傳
・『
史
記

集
解
』
引
馬
融
）、
新
任
で
は
な
い
が
禹
や
皋
陶
ほ
ど
官
歷
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い

殳

・
伯
與
・
朱
虎
・
熊
羆
の
四
人
を
四
岳
の
代
わ
り
に
數
え
る
（『
尙
書
正
義
』

引
鄭
玄
）、
そ
も
そ
も
「
二
十
㊒
二
」
が
「
三
十
㊒
二
」
の
誤
り
で
あ
る
と
し
て

官
歷
が
あ
る
も
の
も
す
べ
て
數
え
る
（
王
引
之
『
經
義
述
聞
』）
な
ど
、
聚
爭
の
態

を
呈
す
る
が
、『
書
傳
』
の
解
釋
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

書
曰
、
內
㊒
百
揆
、
四
岳
、
堯
欲
使
巽
朕
位
、
則
非
四
人
朙
矣
。
二
十
二
人

者
、

十
二
牧
、
四
岳
、
九
官
也
、
而

說
以
爲
四
人
。

每
訪
四
岳
、
必

僉
曰
以
答
之
、
訪
者
一
而
答
者
衆
、
不
害
四
岳
之
爲
一
人
也
。

書
に
內
に
百
揆
、
四
岳
㊒
り
、
と
曰
ひ
、
堯
朕
が
位
に
巽し
た
がは
し
め
ん
と
欲
す

れ
ば
、
則
ち
四
人
に
非
ざ
る
こ
と
朙
ら
け
し
。
二
十
二
人
な
る
者
は
、

し

十
二
牧
、
四
岳
、
九
官
な
り
、
而
れ
ど
も

說
以
て
四
人
と
爲
す
。

し
四

岳
を
訪
ぬ
る
每
に
、
必
ず
僉
曰
く
以
て
之
れ
に
答
ふ
る
は
、
訪
ぬ
る
者
一
に

し
て
答
ふ
る
者
衆
し
、
四
岳
の
一
人
爲
る
を
害
は
ざ
る
な
り
。

　

こ
れ
は
從
來
四
人
と
み
な
さ
れ
て
き
た
四
岳
を
一
人
と
す
る
き
わ
め
て
斬
新
な

說
で
あ
り
、『
書
集
傳
』
も
同

に
考
え
た
こ
と
か
ら
後
に
經
學
上

配
的
な
說

と
な
っ
た
。
後
世
、
羅
泌（

（（
（

・
戴
震（

（（
（

ら
は
こ
れ
を

軾
の
說
で
あ
る
と
し
、
そ
の
歬

提
に
立
っ
て
議
論
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
實
は
孔
平
仲
『
孔
氏
雜
說
』
に
次
の

よ
う
な
類
似
す
る
記
述
が
存
在
す
る
。

吾
嘗
以
四
岳
爲
一
人
、
通
二
十
二
人
之
數
、
而
或
者
疑
是
四
人
。
按
、
顯
宗

紀
㊟
、
三
公
一
人
爲
三
老
、
次
卿
一
人
爲
五
更
、
後
漢
禮
儀
志
、
養
三
老
、

五
更
之
儀
、
先
吉
日
司
徒
上
太
傅

講
師
、
故
三
公
人
名
、
用
其
德
行
、
年

耆
高
者
一
人
爲
老
、
次
一
人
爲
更
。
以
此
推
之
、
四
岳
亦
是
一
人
。
但
擇
當

時
大
臣
之
賢
者
居
之
、
無
他
人
也
。
顯
宗
紀
㊟

云
、
五
更
、
知
五
行
者
。

殊
更
に
孔
傳
・
正
義
の
說
を
引
用
す
る
態
度
は
不
自
然
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
當
時
王
安
石
の
『
新
經
尙
書
義
』
が
取
士
の
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
、
孔

傳
・
正
義
が
規
範
と
し
て
の
地
位
を
失
っ
て
い
た
た
め
、
孔
傳
・
正
義
に
從
う
場

合
そ
の
こ
と
を
朙
確
に
表
朙
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
で
は
『
書
傳
』
は
『
新
經
尙
書
義
』
に
對
し
て
孔
傳
・
正
義
へ
の
復

古
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
や
は
り
全
體
と

し
て
は
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
や
劉
師

が
述
べ
た
よ
う
に
、
論
議
の

分
が

㊟
釋
の
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
從
來
『
書
傳
』
を
評
す
る
者
は
多
く
そ
の
孔
傳
・
正
義
と

な
る
經
說
を
そ
れ
が

軾
獨
自
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
歬
提
に
立
っ
て
そ
の
斬
新

さ
に
㊟
目
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
認

は
、
先
行
す
る
經
說
を
引
用

す
る
際
に
殆
ど
引
用
元
の
名
歬
を
舉
げ
な
い
、
と
い
う
『
書
傳
』
の
文
體
の
問
題
、

ま
た
、

軾
以
歬
の
經
學

作
の
多
く
が
後
世
散
佚
し
て
見
ら
れ
な
い
と
い
う
文

獻
上
の
問
題
が
原
因
と
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

分
も
あ
る
。

　

今
、『
書
傳
』
の
經
說
の
特

は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
に
當

た
っ
て
、『
書
傳
』
が
他
者
の
說
を
踏

し
て
い
る

分
を
辨
別
す
る
こ
と
は
不

可
缺
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。『
書
傳
』
に
見
ら
れ
る
經
說
の
斬
新
さ
を
評
價
す
る

に
當
た
っ
て
は
、
そ
れ
が

軾
自
身
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
或
い
は

軾
が
先
行

經
說
の
中
か
ら
選
擇
し
た
も
の
な
の
か
を

斷
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、『
書
傳
』
に
見
え
る
特

的
な
經
說
が
實
は
他
者
に
基
づ
い
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
例
を
舉
げ
た
い
。

　

舜
典
「
帝
曰
、
咨
、
汝
二
十
㊒
二
人
（
帝
曰
く
、
咨
、
汝
二
十
㊒
二
人
）」
は
、
舜

が
禹
や
皋
陶
ら
に
官

を
授
け
終
わ
っ
た
際
に
述
べ
た
訓
戒
の
冐
頭
の
句
で
あ
る

が
、
古
來
こ
の
二
十
二
と
い
う
數
が
官

を
授
け
ら
れ
た
者
の
數
と
合
致
し
な
い

こ
と
が
經
學
上
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
對
す
る
諸
家
の
㊟
釋
は
、
官

を
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す
な
わ
ち
、
父
の
喪
が
あ
け
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
吉
服
を
着
た
行
爲
は

禮
に
反
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
文
武
成
康
と
竝
び
稱
せ
ら
れ
る
賢
王
で
あ
る

康
王
を
非
禮
と
す
る
こ
の
說
は
後
世
に
至
る
ま
で
衝
擊
と
共
に
迎
え
ら
れ
、
そ
の

是
非
が
討
論
さ
れ
て
き
た
が（

（（
（

、
こ
の
說
は
實
は
孫
覺
の
說
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

こ
と
を
晁
公
武
が
以
下
の
よ
う
に
證
言
し
て
い
る
。

覺
仕
元
祐
、
至
謂
康
王
以
喪
服
見
諸
侯
爲
非
禮
。

氏
之
說

本
於
此
。

覺
元
祐
に
仕
ふ
る
に
、
康
王
喪
服
を
以
て
諸
侯
を
見
る
を
謂
ひ
て
非
禮
と
爲

す
に
至
る
。

氏
の
說

し
此
こ
に
本
づ
く（

（（
（

。

　

こ
の
他
に
、
禹
貢
・
揚
州
「
三
江
既
入
、
震
澤

定
（
三
江
既
に
入
り
、
震
澤
定

む
る
を

す
）」
に
つ
い
て

軾
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

禹
貢
猶
㊒
三
江
之
名
曰
北
曰
中
者
、
以
味
別
也
。

此
三
水
性
不
相
入
、
江

雖
合
而
水
則

、
故
至
于
今
而
㊒
三
冷
之
說
。
古
今
稱
唐
陸
羽
知
水
味
、
三

冷
相
雜
而
不
能
欺
、
不
可
誣
也
。

禹
貢
猶
ほ
三
江
の
名
の
北
と
曰
ひ
中
と
曰
ふ
者
㊒
る
は
、
味
を
以
て
別
く
れ

ば
な
り
。

し
此
の
三
水
は
性
と
し
て
相
ひ
入
ら
ず
、
江
合
す
と
雖
も
、
而

れ
ど
も
水
は
則
ち

な
り
、
故
に
今
に
至
り
て
三
冷
の
說
㊒
り
。
古
今
稱
す

ら
く
、
唐
の
陸
羽
は
水
の
味
を
知
り
、
三
冷
相
ひ
雜
る
も
欺
く
能
は
ず
、
誣

ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
と
。

　

こ
れ
は
、
既
に
合

し
た
河
川
に
つ
い
て
も
水
の
味
か
ら
ど
の
河
川
が
混
じ
っ

て
い
る
の
か

斷
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
人
々
の
㊟
目
を

浴
び
る
と
同
時
に
奇
怪
な
說
と
さ
れ
る
傾
向
が
强
か
っ
た
。
黃
倫
『
尙
書
精
義
』

卷
十
に
引
く
張
九
成
は
『
書
傳
』
の
解
釋
を
肯
定
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
の
他
の
大
多
數
、
た
と
え
ば
程
大
昌
（『
禹
貢
論
』
卷
上
）・
林
之
奇
（『
尙
書
全

解
』
卷
八
）・

沈
（『
書
集
傳
』
卷
二
）
ら
は
い
ず
れ
も
『
書
傳
』
說
に
觸
れ
た
上

で
そ
れ
に
反
對
す
る
。
禹
貢
の
こ
の
㊟
文
自
體
は
お
そ
ら
く

軾
自
身
に
出
る
と

安
知
四
岳
非
知
四
岳
之
事
者
乎
。
書
內
㊒
百
揆
。
四
岳

以
爲
四
人
、
則
百

揆
亦
須
爲
百
人
矣
。

吾
れ
嘗
つ
て
四
岳
を
以
て
一
人
と
爲
し
、
二
十
二
人
の
數
を
通
ず
、
而
れ
ど

も
或
る
者
疑
ふ
ら
く
是
れ
四
人
な
り
と
。
按
ず
る
に
、
顯
宗
紀
㊟
、
三
公
一

人
三
老
と
爲
す
、
次
卿
一
人
五
更
と
爲
す
、
と
。
後
漢
禮
儀
志
、
三
老
、
五

更
を
養
ふ
の
儀
、吉
日
に
先
ん
じ
て
司
徒
太
傅
を
上
る
こ
と
講
師
の

く
す
。

故
に
三
公
の
人
名
、
其
の
德
行
、
年
耆
の
高
き
者
一
人
を
用
ゐ
て
老
と
爲
し
、

次
一
人
を
更
と
爲
す
。
此
れ
を
以
て
之
れ
を
推
す
に
、
四
岳
も
亦
た
是
れ
一

人
な
り
。
但
だ
當
時
の
大
臣
の
賢
者
を
擇
び
て
之
れ
に
居
ら
し
め
、
他
人
無

き
な
り
。
顯
宗
紀
㊟
に

云
へ
ら
く
、
五
更
は
五
行
を
知
る
者
、
と
。
安
く

ん
ぞ
四
岳
は
四
岳
の
事
を
知
る
者
に
非
ざ
る
を
知
ら
ん
や
。
書
內
に
百
揆
㊒

り
。
四
岳

し
以
て
四
人
と
爲
せ
ば
、
則
ち
百
揆
も
亦
た
須
ら
く
百
人
爲
る

べ
し（

（（
（

。

　

軾
と
孔
平
仲
と
は
直

交
友
の
あ
っ
た
同
時
代
人
で
あ
る
が
、
內
容
の
繁

か
ら
見
る
に
、
孔
平
仲
の
說
を

軾
が
利
用
し
た
、
と
見
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

ま
た
、『
書
傳
』
中
の
最
も

名
な
說
の
一
つ
で
あ
る
、
康
王
之
誥
を
非
禮
と

斷
ず
る
說
に
つ
い
て
も
觸
れ
て
お
き
た
い
。

　

康
王
之
誥
は
成
王
崩

後
、
王
と
な
っ
た
康
王
が
諸
侯
を
謁
見
す
る
篇
で
あ
る

が
、『
書
傳
』
は
こ
の
篇
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

成
王
崩
未

、
君
臣
皆
冕
服
、
禮
歟
。
曰
、
非
禮
也
。
謂
之
變
禮
、
可
乎
。

曰
、
不
可
。
禮
變
於
不
得
已
。
嫂
非
溺
、
終
不
援
也
。

成
王
崩
じ
て
未
だ

ら
ざ
る
に
、
君
臣
皆
冕
服
す
る
は
、
禮
な
る
か
、
と
。

曰
く
、
禮
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。
之
れ
を
變
禮
と
謂
ふ
は
可
な
る
か
、
と
。

曰
く
、不
可
な
り
。
禮
は
已
む
を
得
ざ
る
に
變
ず
。
嫂
溺
る
る
に
非
ざ
れ
ば
、

終
に
援
け
ざ
る
な
り
。
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後
の

沈
『
書
集
傳
』
は
「

曰
者
、
非
盡
當
時
之
言
、
大
意

此
也
」
と
、

軾
の
說
を
殆
ど
言

も
そ
の
ま
ま
に
用
い
て
お
り
、
こ
の
說
は
後
世
に
は
主

と
な
っ
た
。

　

だ
が
、『
書
傳
』
の
こ
の
說
は
實
は
王
安
石
の
說
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
元
の
王
天
與
『
尙
書
纂
傳
』
は
既
に
散
逸
し
た
多
く
の
㊟
釋
を
引
い
て
說
を

成
す
が
、
こ
の

分
に
於
い
て
は
次
の
よ
う
に
王
安
石
の
說
を
引
く
。

王
氏
曰
、
凢
言

曰
者
、
或
史
官
述
其
旨
而
代
作
、
非
其
自
言
。
或
史
撮
其

大
意
而
刪
潤
之
、
非
其
本
言
。

王
氏
の
曰
く
、
凢
そ

曰
と
言
ふ
者
は
、
或
い
は
史
官
其
の
旨
を
述
べ
て
代

作
す
、
其
の
自
ら
言
ふ
に
非
ず
。
或
い
は
史
其
の
大
意
を
撮
り
て
之
れ
を
刪

潤
す
、
其
の
本
の
言
に
非
ず
。

　

文

ま
で
も
が
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

軾
の
『
書
傳
』
の
說

は
王
安
石
說
に
立
脚
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
見
て
き
た

軾
に
よ
る
經
說
の
援
用
に
於
い
て
㊟
目
し
た
い
の
は
、
そ

れ
が
許

宗
の
よ
う
に
奸
臣
と
さ
れ
る
人
物
や
政
治
的
に
對
立
す
る
王
安
石
の
說

を
も
利
用
し
て
自
ら
の
經
說
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

從
來
は
經
說
の
斬
新
さ
を
『
書
傳
』
の
最
大
の
特

と
見
る
傾
向
が
あ
り
、
實

際
に
獨
創
に
係
る
も
の
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
『
書
傳
』
の
說
に

は

說
の
引
用
に
基
づ
く
も
の
も
多
い
こ
と
に
は
㊟
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

三　

事
の
援
用

　
『
書
傳
』
の
經
說
に
特

的
な
手
法
と
し
て
、
史
事
を
援
用
し
て
經
文
の
補
證

と
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
舉
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
仲
虺
之
誥
に
於
い
て
、
自

ら
が
夏
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
が
後
世
の
人
々
の
戰
亂
を
起
こ
す
口
實
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
と
憂
え
る
成
湯
に
仲
虺
が
述
べ
た
言

、「
嗚
呼
、
惟
天
生
民
㊒
欲
、

見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
河
川
の
分
合
を
味
に
よ
っ
て
辨
別
す
る
、
と
い

う
發
想
に
は
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
羅
泌
は
次
の
よ
う
に
指

す
る
。

唐
許

宗
謂
、
…
…
古
㊒
五
行
之
官
。
水
官
得

、
則
能
辨
其
性
味
。
潛
而

復
出
、
合
而
更
分
、
皆
可
辨
之
。
此
陸
羽
所
以
于
揚
子
江
心
候
南
零
之
水
。

…
…

子
瞻
謂
中
江
、
北
江
以
味
別
之
、
亦
本
乎
是
。

唐
の
許

宗
の
謂
へ
ら
く
、…
…
古
は
五
行
の
官
㊒
り
。
水
官

を
得
れ
ば
、

則
ち
能
く
其
の
性
味
を
辨
ず
。
潛
り
て
復
た
出
で
、合
し
て
更
に
分
く
る
も
、

皆
之
れ
を
辨
ず
可
し
。
此
れ
陸
羽
の
揚
子
江
心
に
于
い
て
南
零
の
水
を
候
す

る
所
以
な
り
。
…
…

子
瞻
の
中
江
、
北
江
は
味
を
以
て
之
れ
を
別
く
と
謂

ふ
も
亦
た
是
れ
に
本
づ
く（

（（
（

。

　

許

宗
の
語
は
『
唐
會
要
』
卷
二
十
七
・
行
幸
や
『
新
唐
書
』
本
傳
に
類
似
す

る
も
の
が
見
ら
れ
る（

（（
（

。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
興
味
深
い
例
と
し
て
、『
尙
書
』
中
に
何
度
も
見
ら
れ
る

「

曰
」
と
い
う
表
現
に
對
す
る
解
釋
を
舉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

孔
傳
は
堯
典
「
曰

稽
古
帝
堯
」
に
於
い
て
「

、
順
也
」
と
訓
ず
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
こ
の
「

曰
」
の
「

」
も
「
順
」
と
訓
じ
て
い
る
。

子
冐
頭
「

子

曰
、
父
師
、
少
師
」
に
つ
い
て
孔
傳
が
「
順
其
事
而
言
之
（
其
の
事
に
順
ひ

て
之
れ
を
言
ふ
）」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
他
篇
の
「

曰
」
に
つ
い
て

な

る
訓
詁
を
示
し
た
例
は
孔
傳
に
は
存
在
し
な
い
。

　

こ
の
「

曰
」
に
つ
い
て
、『
書
傳
』
は
全
く

な
る
讀
み
を
提
示
し
て
い
る
。

『
尙
書
』
中
最
も
早
く
「

曰
」
の
語
が
登
場
す
る
盤
庚
上
篇
の
㊟
釋
に
於
い
て

軾
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

書
凢
言

曰
者
、
非
盡
當
時
之
言
、
大
意

此
而
已
。

書
の
凢
そ

曰
と
言
ふ
者
は
、
盡
く
は
當
時
の
言
に
非
ず
、
大
意
此
く
の

き
の
み
。



軾
に
於
け
る
經
學
の
突
破

九
五

其
德
入
人
之
深
、
動
天
地
、
感
鬼
神
、
無
大
于
獄
者
。
故
盛
德
之
士
皆
屑
爲

之
。
皋
陶
遠
矣
、

得
其
詳
。
如
漢
張
釋
之
、
于
定
國
、
唐
徐
㊒
功
、
民
自

以
爲
不
冤
、
其
不
信
之
信
、
幾
于
聖
與
仁
者
。

其
の
德
の
人
に
入
る
こ
と
の
深
く
、
天
地
を
動
か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
る

こ
と
、獄
よ
り
大
な
る
者
無
し
。
故
に
盛
德
の
士
は
皆
屑
め
て
之
れ
を
爲
す
。

皋
陶
遠
け
れ
ば
、
其
の
詳
を
得
る

し
。
漢
の
張
釋
之
、
于
定
國
、
唐
の
徐

㊒
功
の
如
き
は
、
民
自
ら
以
て
不
冤
と
爲
す
、
其
の
不
信
の
信
、
聖
と
仁
と

に
幾
き
者
な
り
。

　

こ
れ
は
司
法
官
僚
の
あ
る
べ
き
姿
を
說
く
經
文
に
對
し
て
、
張
釋
之
ら
三
人
を

具
體
例
と
し
て
舉
げ
る
も
の
で
あ
る
が
、
㊟
目
す
べ
き
は

軾
の
「
皋
陶
遠
し
、

其
の
詳
を
得
る

し
」
の
語
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
司
法
官
僚
の
理
想
像
と
い
え

ば
皋
陶
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
時
閒
的
隔
た
り
が
原
因
で
詳
細
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
、
よ
り
詳
細
な
事
跡
の
傳
わ
る
漢
唐
の
人
物
を
舉
げ
た
、
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

同

に
、
才
德
に
優
れ
天
下
に
推
戴
さ
れ
て
變
わ
る
こ
と
の
な
い
「
常
人
」
を

使
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
立
政
の
經
文
に
對
し
て

軾
は
具
體
的
な

人
名
を
列
舉
す
る
。

如
廷
尉
用
張
釋
之
、
于
定
國
、
吏

尙
書
用
山
濤
、
度

用
劉
晏
、
此
非
常

人
乎
。

如
し
廷
尉
に
張
釋
之
、
于
定
國
を
用
ゐ
、
吏

尙
書
に
山
濤
を
用
ゐ
、
度

に
劉
晏
を
用
ゐ
れ
ば
、
此
れ
常
人
に
非
ざ
る
か
。

　

ま
た
、
多
方
の
序
に
對
す
る

軾
の
㊟
は
、
周
が
殷
を
容
易
に
倒
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
そ
の
後
殷
の
頑
民
を
心
服
さ
せ
る
こ
と
が
大
變
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を

疑
問
と
し
て
提
示
し
、
王
朝
交
替
直
後
に
於
け
る
政
治
の
重
要
性
を
說
く
が
、
そ

こ
で
も
漢
代
を
引
き
合
い
に
出
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
點
は
㊟
目
に
値
す
る
。

無
主
乃
亂
、
惟
天
生
聰
朙
時
乂
。
㊒
夏
昏
德
、
民
墜
塗
炭
、
天
乃
錫
王
勈
智
（
嗚

呼
、
惟
れ
天
民
を
生
じ
て
欲
㊒
り
、
主
無
け
れ
ば
乃
ち
亂
る
、
惟
れ
天
聰
朙
を
生
じ
て
時

れ
乂
む
。
㊒
夏
昏
德
に
し
て
、
民
塗
炭
に
墜
つ
、
天
乃
ち
王
に
勈
智
を
錫
ふ
）」
に
㊟
し

て
次
の
よ
う
に
い
う
。

漢
高
祖

三
杰
於
衆
人
之
中
、
知
周
勃
、
陳
平
於
一
世
之
後
、
此
天
所
予
智

也
。
光
武
平
生
畏
怯
、
見
大

勈
、
此
天
所
予
勈
也
。
豈
可
學
哉
。

漢
武

帝
、
唐
德
宗
之

、
則
古
之
學
勈
智
者
也
。
足
以
敝
其
國
、
殘
其
民
而
已
矣
。

故
天
不
予
是
德
、
則
君
子
不
敢
言
智
勈
。
短
於
智
勈
而
厚
於
仁
、
不
害
其
爲

令
德
之
主
也
。

漢
の
高
祖
三
杰
を
衆
人
の
中
に

り
、
周
勃
、
陳
平
を
一
世
の
後
に
知
る
、

此
れ
天
予
ふ
る
所
の
智
な
り
。
光
武
平
生
畏
怯
な
る
に
、
大

を
見
て
は
勈

な
る
、
此
れ
天
予
ふ
る
所
の
勈
な
り
。
豈
に
學
ぶ
可
け
ん
や
。
漢
の
武
帝
、

唐
の
德
宗
の

の

き
は
、
則
ち
古
の
勈
智
を
學
ぶ
者
な
り
。
以
て
其
の
國

を
敝
り
、其
の
民
を
殘
す
る
に
足
る
の
み
。
故
に
天
是
の
德
を
予
へ
ざ
れ
ば
、

則
ち
君
子
敢
へ
て
は
智
勈
を
言
は
ず
。
智
勈
に
短
な
る
も
仁
に
厚
け
れ
ば
、

其
の
令
德
の
主
爲
る
を
害
は
ざ
れ
ば
な
り（

（（
（

。

　

こ
こ
で

軾
は
、
智
や
勈
は
天
が
必
要
に
應
じ
て
君
主
に
與
え
る
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
經
文
に
見
ら
れ
る
論
理
を
さ
ら
に
擴
大
し
、
天
が
智
勈
を
與
え
る
の
で
な

け
れ
ば
そ
れ
を
論
じ
て
は
い
け
な
い
、
と
し
て
、
無

に
戰
爭
を
起
こ
し
た
漢
の

武
帝
や
唐
の
德
宗
を
批

す
る
。
こ
れ
が

軾
が
歷
史
上
の
事
柄
を
持
ち
出
し
て

經
文
を
說
朙
す
る
典
型
例
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
て
經
書
に
㊟
釋
を
施
す
理
由
は

軾
自
身
に
よ
っ
て

朙
示
さ
れ
て
い
る
。
呂
刑
「
罔
㊒
擇
言
在
身
。
惟
克
天
德
、
自
作
元
命
、
配
享
在

下
（
擇
言
身
に
在
る
こ
と
㊒
る
罔
か
れ
。
惟
れ
天
德
を
克
く
し
、
自
ら
元
命
を
作
し
、
配

享
し
て
下
に
在
れ
）」
に
つ
い
て

軾
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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も
、
何
故
同
じ

軾
の
手
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
『
易
傳
』
や
、『
尙
書
』
と
共

に
屢
々
歷
史
書
と
み
な
さ
れ
る
『
春
秋
』
の
㊟
釋
で
あ
る

轍
『
春
秋
集
解
』
に

は
こ
の
よ
う
な
歷
史
の
援
用
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

軾
の
『
尙
書
』
に
對
す
る
認

の
根
幹
に
深
く
關
わ
る
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

軾
は
『
尙
書
』
を
、
比
較
的
近
い
時
代
の
史
實
と
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
、『
尙
書
』
に
同
時
代
性
を
含
ま
せ
る
こ
と
を
重
視
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

四　

民
心
の
重
視

　
『
書
傳
』
中
に
は
、
特
に
民
心
を
重
視
し
、
具
體
的
な
政
策
の
上
で
民
衆
を

し
め
る
こ
と
を
否
定
す
る
解
釋
が
屢
々
見
ら
れ
る
。
無
論
、
民
心
を
重
視
す
る
の

は
儒
家
と
し
て
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
經
書
の
㊟
釋
に
於
い
て
特
別
に

そ
の
こ
と
を
主
張
す
る
の
は
、
政
策
へ
の
應
用
に
對
す
る
强
い
意

を
示
す
も
の

で
あ
り
、

軾
の
『
書
傳
』
執
筆
に
於
け
る
目
的
意

を
反
映
す
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
い
え
る（

（（
（

。
本
節
に
於
い
て
は
い
く
つ
か
の
例
を
舉
げ
、『
書
傳
』
經
說

に
於
け
る
民
心
重
視
の
主
張
を
實
際
の
政
策
と
結
び
つ
け
て
示
し
た
い
。

　

最
も
直

的
に
民
心
の
重
視
を
主
張
し
て
い
る
の
は
君
牙
の
一
節
で
あ
る
。
經

文
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

弘
旉
五
典
、
式
和
民
、
則
爾
身
克
正
、
罔
敢
弗
正
。
民
心
罔
中
、
惟
爾
之
中
。

夏
暑
雨
、
小
民
惟
曰
怨
咨
。
冬
祁
寒
、
小
民
亦
惟
曰
怨
咨
。
厥
惟
艱
哉
。
思

其
艱
、
以
圖
其
易
、
民
乃
寧
。

弘
く
五
典
を
旉
き
、
式
て
民
を
和
せ
し
む
れ
ば
則
ち
爾
の
身
克
く
正
し
く
、

敢
へ
て
正
し
か
ら
ざ
る
罔
し
。
民
心
中
罔
し
、
惟
れ
爾
の
中
な
り
。
夏
の
暑

雨
あ
る
こ
と
、
小
民
惟
れ
怨
咨
と
曰
ふ
。
冬
の
祁
寒
あ
る
こ
と
、
小
民
亦
た

惟
れ
怨
咨
と
曰
ふ
。
厥
れ
惟
れ
艱
き
か
な
。
其
の
艱
き
を
思
ひ
、
以
て
其
の

夫
以
西
漢
衟
德
比
之
、
殷
猶
碔
砆
之
與
美
玉
也
。
然
王

、
公
孫
述
、
隗
囂

之

、
終
不
能
使
人
忘
漢
。
光
武
之
成
功
、

建
瓴
然
。
使
周
無
周
公
、
則

殷
之
復
興
也
必
矣
。
此
周
公
之
所
以
畏
而
不
敢
去
也
。

夫
れ
西
漢
の
衟
德
を
以
て
之
れ
に
比
せ
ば
、
殷
は
猶
ほ
碔
砆
と
美
玉
と
の
ご

と
き
な
り
。
然
れ
ど
も
王

、
公
孫
述
、
隗
囂
の

、
終
に
人
を
し
て
漢
を

忘
れ
し
む
る
能
は
ず
。
光
武
の
功
を
成
す
や
、
瓴
を
建
つ
る
が

く
然
り
。

使
し
周
に
周
公
無
く
ん
ば
、
則
ち
殷
の
復
た
興
る
や
必
た
り
。
此
れ
周
公
の

畏
れ
て
敢
へ
て
去
ら
ざ
る
所
以
な
り
。

　

以
上
に
舉
げ
た
よ
う
に
、
文
籍
や
や
備
わ
る
漢
代
以
降
の
史
事
を
引
く
例
は

『
書
傳
』
中
に
多
數
見
ら
れ
、
そ
れ
が
『
書
傳
』
の
方
法
上
の
特
色
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
解
經
は
『
尙
書
』
㊟
釋
史
に
於
い
て
特

で
あ
る
の
み
な
ら
ず（

（（
（

、

蜀
學
の
經
學

作
を
通
じ
て
も
稀
で
あ
る（

（（
（

。

　
『
書
傳
』
に
特

的
な
、
抽
象
的
な
經
文
を
史
實
に
よ
っ
て
具
體
化
し
、
讀
者

の
理
解
を
促
す
と
い
う
手
法
は
、

洵
の
思
想
に
源
を
發
し
て
い
る
。

洵
は
嘗

て
經
と
史
と
の
關
係
を
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

使
後
人
不
知
史
而

經
、
則
所
褒

見
其
善
狀
、
所
貶
弗
聞
其
惡
實
。
吾
故

曰
、
經
不
得
史
、
無
以
證
其
褒
貶
。
…
…
史
待
經
而
正
、
不
得
史
則
經
晦
。

使
し
後
人
史
を
知
ら
ず
し
て
經
を

れ
ば
、
則
ち
褒
む
る
所
其
の
善
狀
を
見

る

く
、
貶
む
る
所
其
の
惡
實
を
聞
か
ず
。
吾
れ
故
に
曰
く
、
經
史
を
得
ざ

れ
ば
、
以
て
其
の
褒
貶
を
證
す
る
無
し
、
と
。
…
…
史
は
經
を
待
ち
て
而
し

て
正
し
。
史
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
經
晦
し（

（（
（

。

　

こ
こ
に
示
さ
れ
た
、
經
と
史
と
は
相
互
に
補
い
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

思
想
は
、
ま
さ
に
『
書
傳
』
中
の
史
書
の
援
用
に
見
ら
れ
る
理
念
と
合
致
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
三

蜀
學
に
於
け
る
史
書
の
援
用
が

洵
の
思
想
に
基
づ
く
と
し
て
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禹
貢
の
こ
の

分
で
は
、
他
の
州
へ
の
記
述
に
は
見
ら
れ
な
い
「
三
邦

貢
厥

名
」
と
い
う
一
文
が
含
ま
れ
て
お
り
、「
名
」
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

の
か
が
問
題
と
な
る
。
孔
傳
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
三
國
常
致
貢
之
、
其
名
天
下
稱

善
（
三
國
常
に
之
れ
を
貢
ず
る
を
致
し
、
其
の
名
天
下
善
と
稱
す
）」
と
い
う
理
解
を
示

し
て
お
り
、

沈
『
書
集
傳
』
な
ど
も
こ
れ
に
從
う
。
他
方

軾
は
、

州
が
貢

納
す
る
物
品
は
重
量
が
大
き
く
、
且
つ

州
は
都
ま
で
の
交
通
の
便
が
惡
い
の
で
、

等
價
値
の
輕
量
な
物
品
で
代
納
し
、
本
來
貢
納
す
る
は
ず
だ
っ
た
物
品
の
名
歬
と

量
と
を
併
せ
て
報
吿
す
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
を
示
し
、
且
つ
、
こ
の
制
度

は
禹
が
人
に
勞

を
與
え
る
こ
と
を
憚
っ
た
も
の
だ
、
と
說
く
の
で
あ
る
。

　

軾
が
こ
の
よ
う
に
「
貢
厥
名
」
三
字
を
取
り
上
げ
て
、「
易
ふ
る
に
輕
㊮
を

以
て
し
」
と
、
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
制
度
を
說
朙
し
始
め
る
の
は
、
經
書

の
字
句
の
解
釋
と
し
て
は
强
引
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
そ
れ
は
淸
朝
考

據
學
に
慣
ら
さ
れ
た
我
々
現
代
人
の
み
な
ら
ず
、
宋
人
の
目
に
も
そ
う
映
っ
た
よ

う
で
、
宋
代
諸
家
の
㊟
釋
書
に
も

軾
の
こ
の
說
を
踏

す
る
も
の
は
見
ら
れ
な

い（
（（
（

。

　

で
は
、
孔
傳
や
後
の

沈
『
書
集
傳
』
が
行
っ
た
よ
う
に
、「
名
」
を
名
產
と

解
し
て
も
大
き
な
問
題
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
何
故

軾
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う

な
一
見
突
拍
子
も
な
い
說
を
唱
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探
る
た
め
に
は
、

軾
が
何
に
問
題
意

を
も
っ
た
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

宋
代
の
稅
制
は
基
本
的
に
は
唐
の
楊
炎
に
よ
り
施
行
さ
れ
た
兩
稅
法
を
根
底
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
本
色
の
納
入
が
困
難
で
あ
る
場
合
に

等
價
値
の
折
色
に
よ
り
代
納
す
る
こ
と
を
許
す
折
納
（
折
變
）
が
時
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
。『
續
㊮
治
通
鑑
長
編
』
等
の
史
料
に
散
見
す
る
そ
れ
ら
は
一
般
的
に

農
業
の
狀
況
や
物
價
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
南
宋
初
朞
の
事
例

易
き
を
圖
れ
ば
、
民
乃
ち
寧
か
ら
ん
。

　

こ
れ
に
對
し
て

軾
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

方
周
之
盛
、
…
…
方
是
時
、
四
夷
之
民

不
戴
王
、
雖
風
雨
天
事
、
非
人
力

者
、
亦
歸
德
於
王
。
及
其
衰
也
、
一
寒
一
暑
亦
惟
王
之
怨
。
是
故
聖
人
以
民

心
爲
存
亡
、
一
失
其
心
、
無
動
而
非
怨
者
。

周
の
盛
に
方
り
て
は
、
…
…
是
の
時
に
方
り
て
は
、
四
夷
の
民
王
を
戴
か
ざ

る

く
、
風
雨
は
天
事
に
し
て
人
力
に
非
ざ
る
者
な
り
と
雖
も
、
亦
た
德
を

王
に
歸
す
。
其
の
衰
ふ
る
に
及
ぶ
や
、一
寒
一
暑
も
亦
た
惟
れ
王
の
怨
た
り
。

是
の
故
に
聖
人
は
民
心
を
以
て
存
亡
と
爲
す
、
一
た
び
其
の
心
を
失
へ
ば
、

動
き
て
怨
に
非
ざ
る
者
無
し
。

　

民
を
圓
滿
に
治
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
述
べ
る
經
文
に
對
應
し
て
、

軾
は
民

心
が
王
朝
存
亡
の
關
鍵
で
あ
る
こ
と
を
朙
確
に
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
念

は
、『
書
傳
』
中
の
各
所
に
於
い
て
具
體
的
な
政
策
へ
の
提
言
と
し
て
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

禹
貢
・

州
「
厥
貢
羽
毛
齒
革
、
惟
金
三
品
、
杶
幹
栝
柏
、

砥
砮
丹
、
惟
箘

、
三
邦

貢
厥
名
（
厥
の
貢
は
羽
毛
齒
革
、
惟
れ
金
三
品
、
杶
幹
栝
柏
、

砥
砮
丹
、

惟
れ
箘

、
三
邦
厥
の
名
を
貢
す
る
を

す
）」
の
㊟
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

杶
榦
栝
柏

砥
砮
丹
與
箘

、
皆
物
之
重
者
。

州
去

最
遠
、
而
江
無

逹
河
之
衟
、
難
以
必
致
重
物
。
故
使
此
州
之
國
不
以
大
小
、
但
致
貢
其
名
數
、

而
準
其
物
、
易
以
輕
㊮
、
致
之
京
師
。
重
勞
人
也
。

杶
榦
栝
柏

砥
砮
丹
と
箘

と
は
、
皆
物
の
重
き
者
な
り
。

州
は

を

去
る
こ
と
最
も
遠
く
、
而
れ
ど
も
江
に
逹
河
の
衟
無
け
れ
ば
、
以
て
必
ず
重

物
を
致
し
難
し
。
故
に
此
の
州
の
國
を
し
て
大
小
を
以
て
せ
ず
、
但
だ
其
の

名
數
を
貢
す
る
を
致
し
、
而
し
て
其
の
物
に
準
じ
、
易
ふ
る
に
輕
㊮
を
以
て

し
、
之
れ
を
京
師
に
致
さ
し
む
。
人
を
勞
す
る
こ
と
を
重か
た

ん
ず
る
な
り
。
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た
い
。
盤
庚
三
篇
は
亳
へ
の
遷
都
を
拒
む
人
々
に
對
し
て
殷
王
盤
庚
が
、
遷
都
は

天
命
で
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
土
地
に
固
執
し
て
移
住
を
拒
む
べ
き
で
は
な
い
、
と

い
う
內
容
を
繰
り
﨤
し
說
諭
す
る
篇
で
あ
る
が
、
下
篇
の
末
尾
に
於
い
て

軾
は

三
篇
の
內
容
を
總
括
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

民
不
悅
而
猶
爲
之
、
先
王
未
之
㊒
也
。
…
…
民
怨
誹
逆
命
、
而
盤
庚
終
不
怒
、

引
咎
自
責
、
益
開
衆
言
、
反
覆
吿
諭
、
以
口
舌
代
斧
鉞
、
忠
厚
之
至
。
此
殷

所
以
不
亡
而
復
興
也
。
後
之
君
子

民
以
自
用
者
、
皆
以
盤
庚

口
、
予
不

可
以
不
論
。

民
悅
ば
ず
し
て
猶
ほ
之
れ
を
爲
す
、
先
王
未
だ
之
れ
㊒
ら
ざ
る
な
り
。
…
…

民
怨
誹
逆
命
す
る
に
、
而
れ
ど
も
盤
庚
終
に
怒
ら
ず
、
咎
を
引
き
て
自
責
し
、

益
ま
す
衆
言
を
開
き
、
反
覆
吿
諭
し
て
口
舌
を
以
て
斧
鉞
に
代
ふ
る
は
、
忠

厚
の
至
な
り
。
此
れ
殷
の
亡
び
ず
し
て
復
た
興
る
所
以
な
り
。
後
の
君
子
の

民
を

げ
て
以
て
自
用
す
る
者
、
皆
盤
庚
を
以
て

口
す
、
予
れ
以
て
論
ぜ

ざ
る
可
か
ら
ず
。

　

こ
の
、「
民
悅
ば
ず
し
て
猶
ほ
之
れ
を
爲
す
、
先
王
未
だ
之
れ
㊒
ら
ざ
る
な

り
」
と
い
う
主
張
は
こ
こ
ま
で
舉
げ
た
例
と
も
同
じ
く
、『
書
傳
』
中
の
政
治
的

言
說
に
通
底
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。

　

ま
た
、
刑
罰
に
愼
重
を
朞
す
こ
と
に
關
連
し
て
は
、
呂
刑
「
察
辭
于
差
、
非
從

惟
從
」
㊟
「
囹
圄
之
中
、
何
求
而
不
得
。
固
㊒
畏
吏
甚
者
寧
死
而
不
辯
。
故
囚

之
言
惟
吏
是
從
者
、
皆
非
其
實
。
不
可
用
也
（
囹
圄
の
中
、
何
か
求
め
て
得
ざ
ら
ん
。

固
よ
り
吏
を
畏
る
る
こ
と
甚
だ
し
き
者
の
寧
し
ろ
死
し
て
辯
ぜ
ざ
る
㊒
り
。
故
に
囚
の
言

の
惟
だ
吏
是
れ
從
ふ
者
、
皆
其
の
實
に
非
ず
。
用
ゐ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
）」
が
舉
げ
ら

れ
る
。
こ
の
經
文
は
孔
傳
・
正
義
共
に
、
容
疑
者
自
身
に
都
合
の
い
い
證
言
に
騙

さ
れ
な
い
よ
う
に
せ
よ
、
と
い
う
意
味
に
讀
む
の
で
あ
る
が
、

軾
は
そ
れ
と
は

正
反
對
に
、
獄
中
で
は
獄
吏
が
壓
倒
的
に
優
位
な
立
場
な
の
だ
か
ら
獄
吏
の
み
が

と
し
て
地
理
的
な
都
合
で
運
搬
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
運
搬
の
勞

を
輕
減
す
る

た
め
錢
納
を
認
め
た
例
が
確
認
で
き
る
。
島
居
一
康
氏
は
「
南
宋
の
初
め
こ
ろ
、

江
南
西
路
と
の

界
近
く
に
位
置
す
る
淮
南
西
路
の
舒
州
で
は
、
上
供
米
麥
を
市

價
に
よ
り
見
錢
で
折
納
し
て
よ
い
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、「
地
、
山

僻
に
居
り
、
行
運
に
艱
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
兩
浙
路
の
一

地

域
で
は
兩
稅
額
の
一
定

分
を
銀
で
折
納
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

對
象
地
域
は
、
溫
・
台
・
處
・
徽
州
の
「
水
路
を
通
ぜ
ざ
る
の
去
處
」
に
限
定
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
臨
安
府
の
於
潛
・
新
城
・
昌
化
の
三
縣
で
は
、
陸
の

島
の
ご

と
き
地
理
的
條
件
を
考
慮
し
て
、

米
の
全
額
を
見
錢
で
折
納
さ
せ
る
こ
と
と
し

た（
（（
（

」
と
指

す
る
。
つ
ま
り
、
運
輸
に
於
け
る
困
難
と
い
う
の
は
宋
代
稅
政
に
於

け
る
一
つ
の
實
際
的
な
問
題
と
し
て
行
政
に
よ
る
解
決
が
圖
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
恆
常
的
・
一
般
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
、
臨
時
的
・
特
殊

的
な
問
題
も
宋
代
に
は
發
生
し
た
。
程
民
生
氏
は
眞
宗
の
大
中
祥
符
元
年
に
玉
淸

昭
應
宮
を
建
造
し
た
時
及
び
仁
宗
の
治
世
の
初
朞
に
は
徽
宗
朞
の

名
な

石
綱

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
、
と
『
宋
史
』
李
溥
傳
・
劉
隨
傳
の
記
述

に
基
づ
い
て
指

し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な

役
が
民
心
を
大
い
に
動

搖
せ
し
め
、
時
と
し
て
民
衆
反
亂
を
も
招
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
す
な
わ
ち
、

軾
に
と
っ
て
僻
地
に
於
け
る
納
稅
の
困
難
及
び
官
吏
の
橫
暴

に
よ
り
民
に
課
さ
れ
る

役
と
い
う
の
は
現
實
に
面
臨
し
た
問
題
で
あ
っ
た
。
實

際
に

軾
は
士
大
夫
と
し
て
行
政
に
參
與
す
る
中
で
、
綱
運
が
民
を

し
め
る
こ

と
を
問
題
と
し
て
屢
々
上
奏
を
行
っ
て
い
る（

（（
（

。
そ
こ
で

軾
は
、
宋
代
の
現
實
政

治
の
問
題
を
出
發
點
と
し
て
、
聖
人
の
記
錄
で
あ
る
禹
貢
の
こ
の
「
名
」
一
字
に

具
體
的
政
策
に
關
わ
る
議
論
を
託
し
た
の
で
あ
る
。

　

民
心
を
重
視
す
る
政
治
方
針
を
朙
示
す
る
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
盤
庚
を
舉
げ
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べ
、
歐
陽
脩
の
學
術
に
於
け
る
「
人
情
」
重
視
の
意
味
と
そ
の
繼
承
者
と
し
て
の

軾
の
位
置
と
に
言
及
し
た
。

　

で
は

軾
に
於
い
て
「
人
情
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三

に
於
け
る
「
人
情
」
の
位
置
を
示
す
も
の
と
し
て
、
五
經
論
中
の
語
を
舉
げ

た
い
。
詩
論
に
は
直

「
人
情
」
の
語
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

夫
六
經
之
衟
、
惟
其
近
於
人
情
、
是
以
久
傳
而
不
廢
。
而
世
之
迂
學
、
乃
皆

曲
爲
說
。

夫
れ
六
經
の
衟
、
惟
れ
其
れ
人
情
に
近
し
、
是
こ
を
以
て
久
し
く
傳
へ
て
廢

せ
ず
。
而
れ
ど
も
世
の
迂
學
、
乃
ち
皆
曲
げ
て
說
を
爲
す（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
經
書
の
內
容
は
「
人
情
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
『
書
傳
』

の
內
容
と
も
一
致
す
る
主
張
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
禮
論
に
は
次
の
よ
う
な
、

時
代
を
相
對
化
す
る
視
點
が
示
さ
れ
て
い
る
。

故
夫
三
代
之
視
上
古
、
猶
今
之
視
三
代
也
。
三
代
之
器
、
不
可
復
用
矣
、
而

其
制
禮
之
意
、
尙
可
依
倣
以
爲
法
也
。

故
に
夫
れ
三
代
の
上
古
に
視
ふ
る
こ
と
、
猶
ほ
今
の
三
代
に
視
ふ
る
が
ご
と

き
な
り
。
三
代
の
器
、
復
た
用
ゐ
る
可
か
ら
ず
、
其
の
制
禮
の
意
、
尙
ほ
依

倣
し
て
以
て
法
と
爲
す
可
き
な
り
。

　

實
は
こ
れ
は

軾
の
程
頤
に
對
す
る
批

と
も
符
合
す
る
。
そ
の
こ
と
を
邵
伯

溫
は
次
の
よ
う
に
記
錄
し
て
い
る
。

正
叔
多
用
古
禮
、
子
瞻
謂
其
不
近
人
情
如
王
介
甫
、
深
疾
之
、
或
加
抗
侮
。

正
叔
多
く
古
禮
を
用
ゐ
る
に
、
子
瞻
謂
へ
ら
く
其
の
人
情
に
近
か
ら
ざ
る
こ

と
王
介
甫
の
如
し
、
と
、
深
く
之
れ
を
疾
み
、
或
い
は
抗
侮
を
加
ふ（

（（
（

。

　

こ
こ
で

軾
が
程
頤
を
批

す
る
際
に
は
、「
多
く
古
禮
を
用
ゐ
る
」
點
が

「
人
情
に
近
か
ら
ざ
る
」
こ
と
が
そ
の
根
據
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、

軾
に
於
け
る
「
人
情
」
と
は
宋
人
と
し
て
の
感
覺
な
の
で
あ
り
、

軾
の

主
張
す
る
自
白
は
採
用
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

五　

北
宋
經
學
に
於
け
る
「
人
情
」
と
『
書
傳
』

　

こ
こ
ま
で
『
書
傳
』
が
も
つ
經
說
上
の
特

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ

ら
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
經
文
を
古
代
の
も
の
と
し
て
分
離
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
自
身
の
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
深
く
入
り
込
ん
だ
解
釋
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
北
宋
學
術
の
特

を
反
映
す
る
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、

軾
獨
自
の
要
素
を
も
含
ん
で
い
る
。

　

今
、
廣
く
北
宋
學
術
全
體
に
視
線
を
轉
じ
て
み
る
に
、
そ
の
特
色
と
し
て
「
人

情（
（（
（

」
を
重
ん
ず
る
、
と
い
う
こ
と
を
舉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
北
宋
經
學
に

於
け
る
「
人
情
」
の
重
視
は
先
行
硏
究
に
よ
り
既
に
指

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
が
、
特
に
土
田
健
次
郞
氏
が
歐
陽
脩
の
學
術
態
度
を
め
ぐ
っ
て
、「「
人
情
」
で

經
義
を
求
め
る
の
は
、
歐
陽
脩
の
時
代
の
心
情
の
絕
對
化
な
の
で
、
經
書
は
結
果

的
に
は
「
人
情
」
の

威
を
示
す
た
め
の
も
の
、「
人
情
」
に
對
す
る
信
賴
を
補

强
す
る
も
の
と
い
う
役
割
り
を

わ
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る（

（（
（

」
と
指

し
た
こ

と
が
北
宋
學
術
に
於
け
る
「
人
情
」
の
意
味
を
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

ま
た
、
顧
永
新
氏
は
「
歐
陽
脩
の
學
術
思
想
は
「
人
情
」
を
餘
さ
ず
盡
く
し
て

お
り
、
人
事
に

近
し
て
「
人
情
」
の
氣
味
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
歐
陽
脩
の

點
に
於
い
て
は
「
聖
人
は
人
な
り
」（『
易

子
問
』
卷
一
）
だ
か
ら
、「
聖
人
の
言
、

人
情
に
在
り
て
遠
か
ら
ず
」（『
居
士
外
集
』
卷
十
九
・
答
宋
咸
書
）
と
い
え
る
の
で

あ
る
。
…
…

軾
は
歐
陽
脩
の
「
人
情
」
說
を
繼
承
な
ら
び
に
發
展
せ
し
め
、
歐

陽
脩
の
、
人
事
に

近
し
て
「
人
情
」
を
餘
さ
ず
盡
く
す
學
術
思
想
を
更
に
推
し

進
め
る
に
至
り
、
北
宋
學
術
界
に
於
け
る
一
つ
の
思
想
解
放
を
體
現
し
た（

（（
（

」
と
述
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こ
の
意

は
、
實
際
に
『
尙
書
』
に
新
た
に
宋
人
と
し
て
の
視
線
を
投
げ
か
け
る

こ
と
を
試
み
た
『
書
傳
』
の
考
え
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

　

今
、『
書
傳
』
中
に
見
ら
れ
る

軾
の
「
人
情
」
說
を
見
る
に
、
湯
誓
序
「
升

自

、
遂
與
桀
戰
於
鳴
條
之
野
（
升
る
こ
と

自
り
し
、
遂
に
桀
と
鳴
條
の
野
に
戰

ふ
）」
に
つ
い
て
孔
傳
を
「
夫
恃
人
和
而
行
師
於
不
利
之
地
、
亦
非
人
情
。
故
皆

不
取
（
夫
れ
人
和
に
恃
み
て
師
を
不
利
の
地
に
行
ふ
も
亦
た
人
情
に
非
ず
。
故
に
皆
取
ら

ず
）」
と
批

す
る
こ
と
な
ど
、「
人
情
」
を
事
實
關
係
の

定
に
用
い
る
例
も
見

ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
歐
陽
脩
の
「
人
情
」
說
に
既
に
見
え
る
の
で
あ
る
が（

（（
（

、

そ
れ
よ
り
も

軾
に
於
い
て
は
宋
人
の

點
に
立
っ
て
經
文
を
再
解
釋
し
、
經
文

を
宋
代
に
於
け
る
現
實
の
活
動
と
結
び
つ
け
る
場
合
が
屢
々
見
ら
れ
る
こ
と
は
既

に
歬
節
ま
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

　

そ
の
甚
だ
し
い
例
と
し
て
、
經
文
の
內
容
を
實
際
の
生
活
と
結
び
つ
け
て
い
る

も
の
が
『
書
傳
』
中
に
は
見
ら
れ
る
の
で
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
い
。
堯
典
の
、
堯

が
羲
和
氏
に
命
じ
て
四
季
の
曆
を
正
さ
せ
る
場
面
で
、
仲
春
に
つ
い
て
は
「
寅
賓

出
日
、
平
秩
東
作
（
寅
み
て
出
日
を
賓み

ち
びき
、
東
作
を
平
秩
す
）」
と
い
い
、
仲
秋
に
つ

い
て
は
「
寅
餞
納
日
、
平
秩
西
成
（
寅
み
て
納
日
を
餞お

く

り
、
西
成
を
平
秩
す
）」
と
い

う
こ
と
を
說
朙
し
て

軾
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

春
夏
欲
民
早
起
、
故
先
日
出
而
作
、
是
謂
寅
賓
出
日
。
秋
冬
寒
、
不
能
早
起
。

故
令
民
候
日
入
而
息
、
是
謂
寅
餞
納
日
。

春
夏
は
民
の
早
く
起
き
ん
こ
と
を
欲
す
れ
ば
、
故
に
日
の
出
づ
る
に
先
ん
じ

て
作
す
は
、
是
れ
寅
賓
出
日
と
謂
ふ
。
秋
冬
は
寒
け
れ
ば
、
早
く
起
く
る
こ

と
能
は
ず
。
故
に
民
を
令
て
日
の
入
る
を
候
ち
て
息
ま
し
む
、
是
れ
寅
餞
納

日
と
謂
ふ
。

　

春
に
は
日
の
出
を
い
い
、
秋
に
は
日
の
入
り
を
い
う
の
は
何
故
か
、
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
、

軾
は
、
秋
冬
の
氣
候
が
寒
い
た
め
早
起
き
は
難
し
い
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
民
心
を
重
視
し
て
い
る
例
で
も
あ
る
の
だ
が
、
同
時
に
經
文

を
自
分
自
身
の
感
覺
に
引
き
つ
け
て
解
釋
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
强
く
表
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、『
尙
書
』
㊟
釋
史
に
於
け
る
『
書
傳
』
の

特

を
よ
く
表
し
て
い
る
。

　

軾
が
『
書
傳
』
に
於
い
て
示
し
た
政
治
的
主
張
は
大
枠
と
し
て
儒
家
の
範
圍

を
出
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
儒
家
的
理
想
を
實
現
す
る
た
め
の
過
程
に

於
い
て
屢
々

宜
を
重
ん
じ
る
思
想
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
經
の
現
實
へ
の

應
用
を
重
視
す
る

軾
の
態
度
と
し
て
㊟
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
一
例
を
舉
げ

て
示
し
た
い
。

　

說
命
三
篇
は
傅
說
と
い
う
賢
者
に

の
中
で
出
會
っ
た
殷
の
高
宗
が
臣
下
に
傅

說
を
見
つ
け
出
さ
せ
、
勞
働
者
で
あ
っ
た
傅
說
に
衷
心
か
ら
敎
え
を
請
う
て
善
政

を
行
っ
た
こ
と
を
記
す
篇
で
あ
り
、
そ
の
主
旨
は
天
子
が
賢
者
を
求
め
る
こ
と
が

如
何
に
甚
だ
し
い
か
を
示
す
に
あ
る
と
い
え
る
が
、

軾
は
上
篇
冐
頭
近
く
の
㊟

に
於
い
て
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

信
一

而
以
天
下
之
政
授
匹
夫
、
此
事
之
至
難
者
也
。
武
丁
恭
默
思
衟
、
神

交
於
上
帝
、
得
良
弼
於

中
。
武
丁
自
信
可
也
、
天
下
其
孰
信
之
。
故
三
年

不
言
、
既
免
喪
而
猶
默
也
。
夫
天
子
三
年
不
言
、
百
官

民

不
憂
懼
以
待

命
、

大
旱
之

時
雨
也
。
故
一
言
而
天
下
信
之

神
朙
然
。

一

を
信
じ
て
天
下
の
政
を
以
て
匹
夫
に
授
く
、
此
れ
事
の
至
難
な
る
者
な

り
。
武
丁
恭
默
に
し
て
衟
を
思
ひ
、
神
は
上
帝
に
交
は
り
、
良
弼
を

中
に

得
。
武
丁
自
ら
信
ず
る
は
可
な
り
、
天
下
其
れ
孰
か
之
れ
を
信
ぜ
ん
。
故
に

三
年
言
は
ず
、
既
に
免
喪
し
て
猶
ほ
默
す
る
な
り
。
夫
れ
天
子
三
年
言
は
ざ

れ
ば
、
百
官

民
憂
懼
し
て
以
て
命
を
待
た
ざ
る

き
こ
と
、
大
旱
の
時
雨

を

む
が

き
な
り
。
故
に
一
言
し
て
天
下
之
れ
を
信
ず
る
こ
と
神
朙
の

く
然
り
。
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に
出
て
き
た
人
を
臣
下
に
探
さ
せ
、
そ
れ
を
突
然
相
に
取
り
立
て
る
と
な
れ

ば
、
官
僚
や
民
衆
が
納
得
す
る
筈
が
な
い
。
そ
こ
で
、
高
宗
は
敢
え
て
三
年
の
喪

が
朙
け
て
か
ら
も
な
お
政
治
に
言
及
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
言
論
に
重
み
を
持
た

せ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

高
宗
が
言

を
發
し
な
か
っ
た
こ
と
は
『
論
語
』
憲
問
篇
や
『
尙
書
』
無
逸
篇

に
見
え
る
が
、『
論
語
』
に
は
「
何
必
高
宗
、
古
之
人
皆
然
（
何
ぞ
必
ず
し
も
高
宗

の
み
な
ら
ん
、
古
の
人
は
皆
然
り
）」
と
い
い
、
高
宗
の
こ
と
に
觸
れ
る
『
禮
記
』
喪

服
四
制
篇
も
高
宗
が
禮
を
守
っ
た
こ
と
を
評
價
す
る
論
調
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

說
命
上
の
正
義
は
「
說
此
事
者
、
言
其
孝
行

也
（
此
の
事
を
說
く
は
、
其
の
孝
行

の

る
る
を
言
ふ
な
り
）」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
高
宗
の
こ
の
故
事
は
本
來
高
宗

の
禮
や
孝
を
讚
え
る
文
脉
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、

軾
に
於
い
て
は
そ
れ
は

傅
說
の
登
用
の
た
め
の
戰
略
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に

軾
は
そ
れ
ま
で
と
大
き
く

な
る
、
智
謀
に
長
け
た
王
と
し
て
の
高

宗
像
を
新
た
に
提
示
し
た
。
土
田
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
於
い
て
『
尙

書
』
の
經
文
は
「「
人
情
」
の

威
を
示
す
た
め
の
も
の
、「
人
情
」
に
對
す
る
信

賴
を
補
强
す
る
も
の
と
い
う
役
割
り
を

わ
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

　

右
に
述
べ
た
こ
と
に
從
え
ば
、『
尙
書
』
を
宋
代
の
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に

讀
む
と
い
う
行
爲
は
、『
尙
書
』
經
文
が
遙
か
古
の
時
代
の
出
來
事
を
記
述
し
て

い
る
と
い
う
事
實
と
、
少
な
く
と
も

軾
自
身
の
意

に
於
い
て
矛
盾
し
な
い
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
依
據
し
て
、『
書
傳
』
は
經
書
の
㊟
釋
書
と

し
て
の
地
位
を
儼
然
と
保
ち
續
け
る
の
で
あ
る
。

結　

語

　

軾
は
『
書
傳
』
一
書
を
通
じ
て
何
を
目
指
し
た
の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問

題
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
書
傳
』
は
先
行

す
る
經
說
を
廣
く

集
し
て
そ
の
中
か
ら
自
身
の
意
見
に
合
致
す
る
も
の
を
選
擇

し
つ
つ
、
漢
代
以
降
の
歷
史
事
實
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
尙
書
』
經
文
の

內
容
を
宋
人
の
環

に
引
き
つ
け
る
形
で
讀
者
の
理
解
を
促
し
、
ま
た
、
民
心
を

重
視
す
る
政
治
的
方
針
を
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
が
示
す
の
は
、
す
な
わ

ち
、

軾
は
そ
れ
以
歬
の
㊟
釋
と

な
る
新
た
な
も
の
と
し
て
、
宋
代
の
た
め
の

㊟
釋
を
創
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

軾
が
『
尙
書
』
を
宋
人
の

點
に
立
っ
て
解
釋
す
る
中
で
、
一
書
を
通
じ
て

重
視
し
た
の
は
、
宋
代
に
勃
興
し
た
士
大
夫
層
が
政
治
を
實
際
に
行
う
指
針
と
し

て
『
尙
書
』
の
解
釋
を
定
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に

軾
は

宜
の
考

え
方
に
沿
っ
て
古
の
王
の
行
爲
を
說
朙
す
る
な
ど
、
單
純
か
つ
抽
象
的
な
聖
賢
讚

美
を
排
し
、
自
身
の
考
え
る
「
人
情
」
に
沿
う
形
で
『
尙
書
』
經
文
を
再
解
釋
し

た
。

　
『
尙
書
』
は
本
來
天
子
を
主
體
と
し
た
書
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
聖
主
に
よ
り

臣
民
が
感
化
さ
れ
天
下
が
治
ま
る
、
と
い
う
よ
う
な
儒
家
の
傳

的

治

式
が

放

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
三
代
に
比
べ
て
社
會
が
複
雜
化
し
た
宋
代

に
於
い
て
は
そ
れ
で
能
事
畢
れ
り
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
こ
に
於
い
て

軾
は
、
北
宋
學
術
を
特

づ
け
る
「
人
情
」
化
と
い
う
現
象
を
背
景
に
、
士
大

夫
が
主
軸
を
擔
う
宋
代
の
政
治
の
た
め
の
書
物
と
し
て
『
尙
書
』
を
新
た
に
讀
み

直
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
に
於
い
て
見
て
き
た
『
書
傳
』
に
於
け
る

軾
の
㊟
釋
意

は
、
經
と
㊟

と
の
整
合
性
を
重
視
し
、
滯
り
な
い
讀
み
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
五
經
正
義
に
代

表
さ
れ
る
學
術
態
度
と
は

質
な
も
の
で
あ
り
、
却
っ
て
現
實
政
治
と
の
對
應
を

重
視
す
る
漢
代
經
學
の
態
度
に
似
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
點

に
於
い
て
『
書
傳
』
は
、
學
術
の
硬
直
化
の
時
代
を
承
け
た
宋
代
に
於
け
る
經
學

の
一
つ
の
突
破
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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國
學
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謝　

辭

　

本
稿
の
作
成
に
當
た
り
、
靑
木
洋
司
氏
よ
り
『
宋
代
尙
書
學
案
』
に
つ
い
て
ご

指
敎
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
靑
木
氏
及
び

書
を
貸
借
し
て
く
だ
さ
っ
た
國
學
院
大

學
に
篤
く
お
禮
を
申
し
上
げ
る
。

㊟
（
１
）　

諸
橋
轍
次
『
儒
學
の
目
的
と
宋
儒
慶
曆
至
慶
元
百
六
十
年
閒
の
活
動
』
第
二
編　

儒
學
の
目
的
の
分
化
と
宋
儒
の
活
動
・
第
一
　

總
說
・
第
一
節　

當
代
儒
學
の
二

大
傾
向
（
大
修
館
書
店
、
一
九
二
九
、
二
六
八
│
二
七
一
頁
）

（
２
）　

こ
の
他
『
兩

經
解
』
は

轍
『
老
子
衟
德
經
解
』
を

め
る
。

（
３
）　
『
書
傳
』
の
先
行
硏
究
の
う
ち
全
書
を
對
象
と
し
た
も
の
に
、

根
祥
『
宋
代
尙

書
學
案
』（

木

文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
や
姜
廣
輝
主
編
『
中
國
經
學
思
想

史
』
第
三
卷
・
上
（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
が
舉
げ
ら
れ
る
。

（
４
）　

宋
代
の
『
尙
書
』
㊟
釋
書
の
う
ち
、『
書
傳
』
よ
り
古
い
王
安
石
『
新
經
尙
書
義
』

は
佚
文
が
諸
書
に
散
見
し
、
程
元
敏
氏
に
よ
る
輯
本
も
存
在
す
る
。
程
氏
の
輯
本
に

依
っ
て
見
る
に
、『
新
經
尙
書
義
』
に
は
、
現
實
へ
の
應
用
の
重
視
等
『
書
傳
』
と

共
通
す
る
特

も
見
ら
れ
る
一
方
で
、

軾
に
比
べ

㊟
を
輕
視
す
る
傾
向
が
强

く
、
そ
の
こ
と
が
林
之
奇
ら
か
ら
屢
々
批

さ
れ
る
主
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書

が
『
書
傳
』
と
い
か
な
る
關
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

（
５
）　
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
經

十
一
・
書
類
一

（
６
）　

國
良
『
宋
人
疑
經
改
經
考
』（
國
立
臺
灣
大
學
出
版
委
員
會
、
一
九
八
〇
）。
ま

た
、
楊
新
勛
『
宋
代
疑
經
硏
究
』
第
二

・
北
宋
疑
經
述
論
・
第
五
節
・

軾
、

轍
的
疑
經
成
就
（
中

書
局
、
二
〇
〇
七
）
は

氏
の
硏
究
を
基
礎
と
し
て
さ
ら
に

詳
細
に
『
書
傳
』
の
疑
經
を
論
じ
て
い
る
。

（
７
）　

靑
木
洋
司
「『
東
坡
書
傳
』
に
お
け
る
『
尙
書
正
義
』
の
引
用
に
つ
い
て
」（『
國

學
院
中
國
學
會
報
』
五
七
、
二
〇
一
二
）

（
８
）　
『
書
傳
』
の
完
成
は
元
符
三
年
だ
が
、
靑
木
洋
司
氏
は

軾
が
か
な
り
早
い
時
朞

か
ら
『
書
傳
』
の

述
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
こ
と
を
指

す
る
（
靑
木
氏
歬
揭
論

文
）。

（
９
）　

卿
三
祥
「『
兩

經
解
』
刊
者
畢
氏
顧
氏
考
」（『
文
獻
』
一
九
九
二
年
第
二
朞
）

（
10
）　
『
兩

經
解
』
本
と
凌
本
と
の
閒
に
は
多
士
篇
の
冐
頭

分
に
於
い
て
、
書
序
の

文
や
㊟
釋
文
が
全
く
合
わ
な
い
重
大
な

同
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
二
本
は

な

る
底
本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
盤
庚
中
篇
・
康
王
之
誥
篇
・
畢

命
篇
に
雙
行
㊟
の
形
で
㊟
文
に
對
す
る
同
一
の
校
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
る

に
、
古
く
は
そ
の
來
源
を
同
じ
く
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
11
）　
『
中
國
古
籍
善
本
總
目
』
經

（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
五
）
に
西
北
大
學

と
さ

れ
る
。

（
12
）　

本
文
に
舉
げ
た
諸
本
の
他
に
、
王
重
民
『
美
國
國
會
圖
書
館

中
國
善
本
書
錄
』

（
美
國
國
會
圖
書
館
、
一
九
五
七
）
に
は
「
津
逮
祕
書
零
本
」
が
記
錄
さ
れ
る
。
し

か
し
、
筆
者
が
確
認
し
た
數
種
の
『
津
逮
祕
書
』
中
に
は
見
ら
れ
ず
、
顧
脩
『
彙

書
目
』
中
の
『
津
逮
祕
書
』
の
子
目
に
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、『
易
傳
』
と
の

混
同
な
ど
な
ん
ら
か
の
誤
り
が
疑
わ
れ
る
。

（
13
）　
『
方
山
先
生
文
錄
』
卷
十
八
・

軾

（
14
）　
『
焦
氏
澹
園
續
集
』
卷
一

（
15
）　

凌

初
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
、
表
野
和
江
「
朙
末
吳
興
凌
氏

書
活
動
考

―

凌

初
と
出
版―

」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
五
〇
、
一
九
九
八
）
に
詳
し
い
。

そ
れ
に
よ
る
と
凌

初
は
三

の

作
を
多
く
出
版
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
16
）　

兪
正

『
癸
巳
類
稿
』
卷
一
・
允
征
序
義
及
び
周
中
孚
『
鄭
堂
讀
書
記
』
補
遺
卷

一
。
ま
た
、『
書
傳
』
は
乾
隆
帝
に
も
愛
讀
さ
れ
た
。

製
詩
・
過
堯
城
村
の
自
㊟

に
「
昨
歲
讀

東
坡
書
傳
堯
咨
岳
事
、
時
年
八
十
六
。
計
予
歸
政
年
正
與
堯
相
同
、



軾
に
於
け
る
經
學
の
突
破

一
〇
三

實
爲
厚
幸
（
昨
歲

東
坡
書
傳
の
堯
岳
に
咨
ふ
の
事
を
讀
む
に
、
時
に
年
八
十
六
、

と
。
計
る
に
予
の
政
を
歸
す
る
の
年
正
に
堯
と
相
ひ
同
じ
、
實
に
厚
幸
爲
り
）」
と

い
う
（『

製
詩
五
集
』
卷
七
十
一
）。
こ
れ
は
堯
典
「
帝
曰
、
咨
、
四
岳
、
朕
在
位

七
十
載
（
帝
曰
く
、
咨
、
四
岳
、
朕
位
に
在
る
こ
と
七
十
載
）」
へ
の
㊟
「
堯
年
十
六
、

以
唐
侯
爲
天
子
。
在
位
七
十
年
、
時
年
八
十
六
（
堯
年
十
六
に
し
て
、
唐
侯
を
以
て

天
子
と
爲
る
。
在
位
七
十
年
、
時
に
年
八
十
六
）」
を
指
す
が
、
實
は
こ
こ
で
は

軾
は
孔
傳
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
乾
隆
帝
は
こ
の
一
節
を
非
常

に
氣
に
入
っ
た
ら
し
く
、

製
詩
に
は
他
に
書

東
坡
書
傳
堯
典
語
（『

製
詩
五

集
』
卷
六
十
六
）
の
作
が
あ
る
。

（
17
）　
『
直
齋
書
錄
解
題
』
經

・
書
類
（
武

殿
聚
珍
版
本
卷
二
）

（
18
）　
『
朱
子
語
類
』
卷
七
十
八
・
尙
書
一
・
綱
領
・
輔
廣
錄

（
19
）　

劉
師

『
經
學
敎
科
書
』
第
一
册
・
第
二
十
四
課
・
宋
元
朙
之
書
學

（
20
）　

最
も
早
く
見
え
る
の
は
舜
典
「
納
于
大
麓
（
大
麓
に
納
る
）」
㊟
「

說
、
麓
、

錄
也
。
…
…
考
其
所
由
、

古
文
麓
作

、
故
學
者
誤
以
爲
錄
耳
（

說
、
麓
は
錄

な
り
、
と
。
…
…
其
の
由
る
所
を
考
ふ
る
に
、

し
古
文
の
麓
は

に
作
る
。
故
に

學
ぶ
者
誤
り
て
以
て
錄
と
爲
す
の
み
）」
で
あ
り
、
文
中
の
「

說
」
は
孔
傳
を
指
す
。

（
21
）　

靑
木
氏
歬
揭
論
文

（
22
）　
『
路
史
』
後
紀
卷
十
一
・

仡
紀
・
陶
唐
氏
「
設
四
岳
八
伯
、
以
典
諸
侯
。（
四
岳

八
伯
を
設
け
、
以
て
諸
侯
を
典
ら
し
む
）」
原
㊟
「
史
以
四
岳
爲
司
馬
氏
之
先
。
故

氏
以
爲
一
人
、
失
之
。（
史
は
四
岳
を
以
て
司
馬
氏
の
先
と
爲
す
。
故
に

氏
の

以
て
一
人
と
爲
す
は
、
之
れ
を
失
す
）」

（
23
）　
『
尙
書
義
考
』
卷
二
「

氏
以
四
岳
一
人
合
十
二
牧
、
九
官
、
㊜
二
十
二
人
、
得
之
。

（

氏
四
岳
一
人
を
以
て
十
二
牧
、
九
官
に
合
は
せ
、
二
十
二
人
に
㊜
ふ
は
、
之
れ

を
得
）」

（
24
）　

孔
平
仲
『
孔
氏
雜
說
』（『
寶
顏
堂
祕
笈
』
本
卷
三
）

（
25
）　

北
宋
に
於
い
て
は

轍
『
古
史
』
卷
二
・
五
帝
本
紀
の
自
㊟
及
び
『
二
程
遺
書
』

卷
二
十
二
下
・
附
雜
錄
後
に
も
四
岳
を
一
人
と
み
な
す
說
が
見
ら
れ
る
。
但
し
『
古

史
』
に
は
論
證
が
な
く
、『
二
程
遺
書
』
に
於
い
て
は
四
岳
一
人
說
の
中
で
問
題
と

な
る
「
僉
」
の
處
理
が
『
書
傳
』
と

な
る
。

（
26
）　

陳
善
『
捫
蝨
新
話
』
卷
一
・
辨
論
東
坡
書
傳
に
は
陳
善
が
陳
元
智
と
『
書
傳
』
の

康
王
之
誥
に
對
す
る
說
に
つ
い
て
討
論
し
た
內
容
が
記
錄
さ
れ
る
。
ま
た
、
方
中
履

『
古
今
釋
疑
』
卷
九
・
居
喪
朝
服
等
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

（
27
）　
『
郡
齋
讀
書
志
』
書
類
・
孫

老
尙
書
解
（
王
先
謙
編

本
卷
一
）。
引
文
中
の

「
以
喪
服
見
諸
侯
」
の
語
は
各
本
こ
の
字
に
作
る
が
、
朙
ら
か
に
經
の
內
容
と
反
し

て
お
り
、
誤
り
が
疑
わ
れ
る
。
王
鳴
盛
『
尙
書
後
案
』
卷
二
十
五
が
「
以
冕
服
見
諸

侯
」
と
文
字
を
改
め
て
引
用
す
る
の
は
㊜
切
で
あ
ろ
う
。

（
28
）　
『
路
史
』
餘
論
卷
十
・
三
江
詳
證

（
29
）　

許

宗
以
歬
の
も
の
と
し
て
、『
愼
子
』
外
篇
に
「
古
者
五
行
之
官
、
水
官
得

、

則
能
辨
其
性
味
。
潛
而
復
出
、
合
而
更
分
、
皆
可
辨
之
」
と
あ
り
、
或
い
は

軾
は

こ
れ
に
基
づ
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
30
）　
『
書
傳
』
卷
七
・
商
書
・
仲
虺
之
誥

（
31
）　

呂
刑
「
宮
罰
之
屬
三
百
」
の
正
義
は
漢
よ
り
隋
に
至
る
ま
で
の
宮
刑
の
變
遷
を
述

べ
る
が
、
こ
れ
は
隋
の
二
劉
の
義

を

用
し
た

分
で
あ
り
、
內
容
も
隋
朝
を
稱

揚
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
形
態
と
し
て
は
『
書
傳
』
の
も
の
に
似
て
い
る
が
意

は

な
る
。

（
32
）　
『
兩

經
解
』
全
體
に
於
い
て
、
史
事
を
援
用
し
て
經
文
の
理
解
を
促
す
例
は
、

轍
『
詩
集
傳
』
卷
十
七
・
大
雅
・
烝
民
「
吉
甫
作
誦
、
穆
如
淸
風
。
仲
山
甫
永
懷
、

以
慰
其
心
（
吉
甫
誦
を
作
し
、
穆
た
る
こ
と
淸
風
の
如
し
。
仲
山
甫
永
懷
し
、
以
て

其
の
心
を
慰
む
）」
㊟
及
び

轍
『
春
秋
集
解
』
卷
三
・

公
二
十
八
年
傳
「
大
無

麥
禾
（
大
ひ
に
麥
禾
無
し
）」
㊟
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。

（
33
）　

曾
棗

・
金
成
禮
『
嘉
祐
集
箋
註
』
卷
九
・
史
論
上
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

九
三
、
二
二
九
│
二
三
〇
頁
）
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（
34
）　

た
と
え
ば
林
語
堂
氏
（Lin Yutang The G

ay G
enius ’ The Life and 

Tim
es of Su Tungpo 

（John D
ay Com

pany ’ 1947

））
に
見
え
る
よ
う
に
、

軾
が
民
衆
へ
の
深
い
同
情
を
も
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
ろ
う
が
、
こ

れ
ら
『
書
傳
』
に
見
え
る
經
說
に
つ
い
て
は
加

眞
司
氏
（「
三

の
義
利

」（『
中

國
哲
學
』
第
四
〇
號
、
二
〇
一
三
））
の
述
べ
る
よ
う
に
、
純
粹
な
人
衟
主
義
と
單

純
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
35
）　

呂
祖
謙
『
書
說
』・
朱
祖
義
『
尙
書
句
解
』
は
、「
貢
厥
名
」
に
つ
い
て
、
名
稱
の

み
を
傳
え
さ
せ
、
民
の
勞

を
緩
和
す
る
、
と
い
う
理
解
を
示
し
、『
書
傳
』
を
踏

し
た
形
跡
が
窺
わ
れ
る
が
、
輕
㊮
へ
の
轉
換
に
は
言
及
し
な
い
。

（
36
）　

島
居
一
康
『
宋
代
稅
政
史
硏
究
』
第
三
　

宋
代
兩
稅
の
折
納
・
便
法
と
し
て
の

折
納
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
、
三
三
〇
頁
）

（
37
）　

程
民
生
「
宋
徽
宗

石
綱
之
淵
源
」（『
中
州
學
刊
』
一
九
八
七
年
第
五
朞
）

（
38
）　
『

軾
文
集
』
卷
三
十
五
・
乞
歲
運
額
斛
以
到
京
定
殿
最
狀
な
ど
複
數
。

（
39
）　

本
稿
に
於
い
て
「
人
情
」
の
語
は
、
發
言
者
に
よ
っ
て
凢
そ
人
に
共
通
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
感
情
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
た
と
え
ば
南
宋
の
熊
節
『
性
理
群
書

句
解
』
卷
十
五
が
邵
雍
『
皇
極
經
世
書
』

物
篇
「
利
害
、
人
之
常
情
」
を
「
趨
利

背
害
、
人
情
皆
然
」
と
釋
し
た
こ
と
が
「
人
情
」
の
語
の
宋
代
に
於
け
る
用
法
を
直

的
に
示
し
て
お
り
、
北
宋
諸
文
獻
中
の
「
人
情
」
の
語
も
槪
ね
同

に
理
解
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

（
40
）　

土
田
健
次
郞
「
歐
陽
脩
試
論
」（『
中
國―

社
會
と
文
化
』
第
三
號
、
一
九
八
八
）

（
41
）　

顧
永
新
『
歐
陽
修
學
術
硏
究
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
、
一
三
九
│
一

四
九
頁
）、
な
お
、「
人
情
」
の
鉤
括

は
筆
者
が
譯
出
す
る
際
に
補
っ
た
。

（
42
）　
『
欒
城
應
詔
集
』
卷
四
等
、
下
の
禮
論
も
同
じ
。
ま
た
、
五
經
論
の
歸
屬
に
は
古

來
議
論
が
あ
る
が
、
筆
者
は

轍
の
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
顧
永
新

「
二

『
五
經
論
』
歸
屬
考
」（『
文
獻
』
二
〇
〇
五
年
第
四
朞
）
に
詳
し
い
。

（
43
）　
『
邵
氏
聞
見
錄
』
卷
十
三

（
44
）　

歐
陽
脩
に
於
け
る
「
人
情
」
說
は
多
く
事
實
の

斷
に
用
い
ら
れ
る
。『
歐
陽
修

全
集
』
卷
七
十
八
・
易

子
問
三
に
、
乾
卦
の
文
言
傳
に
卦
辭
「
元
亨
利
貞
」
に

つ
い
て
の
相
矛
盾
す
る
說
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
、「
謂
此
二
說
出
於
一
人
乎
、

則
殆
非
人
情
也
（
此
の
二
說
一
人
に
出
づ
と
謂
ふ
か
、
則
ち
殆
ど
人
情
に
非
ざ
る
な

り
）」（
中

書
局
、
二
〇
〇
一
、
一
一
二
〇
頁
）
と
述
べ
る
こ
と
な
ど
。


